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◇歴史資料館へようこそ
一本学の歴史の明微化に向けて一
中田良平（館長）
およそ、人の経歴がその人を特徴づけるように、そし
てあるいはその将来を示唆するように、組織の歴史と伝
統がその組織を特徴づけ、未来を占う情報を提供する。
このたび、多くの人びとの努力と協力で、本学歴史資
料館の床面積が若干拡張された。旧創立80周年記念事業
会事務室の後を資料館の一部として使用することが認め
られたのである。
これを機会に、これまた学術調査員はじめ多くの人び
との協力を得ながら、本学の歴史を明徴に示すべく、資
料館の展示方法を刷新する方向で活動を開始した。
すなわち、新たなスペースを＂館長事務室”の名称で
整備しながら、旧スペースの展示方法も全面的に再検討
する。
それは、前身校「無線電信講習所」以来の本学が、広
範かつ切実な社会の要請に応えつつ、なお戦争の惨禍を
耐え忍び、戦後の混乱の最中にも進むべき進路を誤らず、
広義の情報通信技術の発達とともに、新しい世紀を指向
しながら発展し続けている歴史と伝統を、より明確に提
示する試みである。
新スペースの整備
在来スペースから新スペースに次の移設を行い、さら
に展示パネルを新設する。
①展示パネル「電気通信大学100年」の移設：同パネ
ル (8枚構成）を新スペース東壁面に移設した。
また、館長席の後に前身校創立以前の無線通信の歴
1カを示すパネル (6枚構成）を付加した。
なお、このパネルの前には必要の都度、映像投影
用スクリーンを天井から引下せる。
さらに“無線”以前の悔底ケープルはじめ有線通
信発祥の歴史を物語るパネル (10枚構成）を図書コ
ーナーの空間に新設する。
②展示パネル「真空管物語」新設：真空管が現代のエ
レクトロニクスと ITの発展を支えてきたことは言
うまでもない。
奇しくも本学前身校がその真空管の実用化と同時
に創設され発展した歴史的背景にかんがみ、その真
空管の展示コーナーを新スペースに移設するととも
前身校創立以前の「無線通信の起源」と「霞気通信大学100年」の展示パネル、および館長席
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に、真空管の開発と発達の過程を示す同パネル（大
小14枚構成）を新設する。
③図書コーナー兼AVコーナの移設：同コーナを在来ス
ペースから新スペースに移設し、内容の充実を図る。
④マルチメディア製作コーナーの移設：同コーナを新
スペースに移設し、設備の充実をはかる。
⑤館長席の新設：新スペースの一隅に「館長席」を遠
慮しながら設けた。
⑥受付機能の移設：受付台、
付近に移設する
西側入口
収蔵庫
などを“東側入口”
吉元竺
プニ巨
コーナー
レトロコー ナー
図書コーナー
東側入口
歴史資料館の新平面略図
????ー?
在来スペースの活用
上記の移設にともない、余裕のできた在来スペースを
次のように活用する。
①レトロ・コーナーの新設： “電気”以前の人間コミ
ュニケーションの手段、古地図、初期の海底ケーブ
ルをはじめとする有線通信に関連した展示品、前身
校で実習に用いられたアーク放電式無線送信機、初
期の真空管式送信機と受信機、などを展示する。
れた
ックス”
ラジオ。テレ
ビ局から寄贈されたテレビジョンの
事“前期のトピックス＂参照）を
オとテレビの放送技術の
④ミニ教室の新設：
伯実技の実習教室のごく一部を
の隣、旧受付周辺に再現する。
⑤アマチュア無線のコーナー新設：上記④の一隅に、
日本アマチュア無線連盟 (JARL)から寄贈され無線
機器（記事“前期のトピックス”参照）を展示する。
短波帯通信は、アマチュアによって開拓された。
???ー?
それにしてもスペースの不足は如何ともしがたい。そ
の確保に向けて、なお一層の努力を重ねたい。
◇航法と時計
コーナーの新設：民放テレ
（記
として、ラジ
した展示を行う。
けてきたモールス通
のモデル」
(-） 
桑嶋 陽一
自分が行きたい所へ行く技術、それが航法である。
出発に先立って、あるいは行程の途上で、自分が居る位
置を知る技術も次ページに記すように、航法に含まれる。
そして・。・時間と距離と質量は物理的に基本な元の
三要素で、アインシュタインの特殊相対性原理が適用さ
れるような、宇宙航行の場合でもない限り、これらは、
相互に独立で影響し合わない。
が、しかし、自転する地球から宇宙の天体を観測した
結果から自身の位置を求めようとするとき、時刻と位置
?
は必然的に関連し合う。
自分が移動している場合、その位置は時々刻々変化す
る。さらに自転する地球から天体を観測し、その結果か
ら自分の位置を求めようとするときは、仮に自分が静止
していても、出発地点の時刻を甚準とする正確な時刻を
知らなければならない。
すなわち航法には、時刻を知るための手段としての時
計が不可欠なのである。
航法の発達過程
ここに船舶の航法に限って議論するならば、航海に先
立って、あるいはその途上で、目的とする行き先を確認
するために、可能ならば先人が作った地図あるいは海図
を参照するのが一般であり、刻々と変化する自身の位置
をその図上に記入する。
もとより古代の航海者は、自分の脳裏に海図を描きな
がら、航海していた。
地図／海図の発祥
紀元前千五百年頃のエジプトのパピルスやの粘士板に
地図らしいものが記されているという。
紀元後 2世紀にエジプトのプトレマイオス（活動期間
は 125,.,,151年と推定される）は、地球が“丸い”こと
を認識し、地球の円周を360度に等分した経緯線網を定
ェス七グラフィア
めて、著書『宇宙誌」に円錐投影法による27枚の地図を
した。地理学者としてのプトレマイオスはこの
に、自身の世界観を凝縮した。
なお、この彩色地図は、 15世紀になってヨーロッパで
復刻されている。
そして150年には、同じエジプト人トレミーが初めて
海図を作った。
地文航法
海図／地図を按じて、あるいは記憶を辿って、島嶼、
岬、山など特徴ある目標を確認しながら、船を進めるこ
とができる。この方法が地文航法である。
ある時刻に自船と目標を結んだ直線を位憧線 (LOP)と
称し、 2本以上の位置線の交点から、その時刻における
自船の位罹を知る。現代の無線航法システムとしての方
向探知機やロラン受信機による船位決定方も、この最も
古典的な地文航法の延長線上に位置づけられる。
磁気コンパスの発明
地図や海図を作る過程で、そしてそれらを上記の地文
航法で有効に利用するには、東西南北の方位を知らなけ
ればならない。 350年～750年頃、中国人がシナ海、イ
ンド洋をさかんに航海した。彼らは559年頃には「指南
魚」と称する一種の磁気コンパスを利用していた。ヨー
ロッパでは次ページのように、 14世紀以降のことである。
西暦紀元の初めから、日本の指導者は大陸の後漢に、
そして 3世紀には魏に、日本海を渡っ
っていた。これが7世紀初めからの遣随船、遣肘船によ
る朝貞貿易に発展する。
663年、日本の水軍が朝鮮半島に向けて出帆するのに
際して額田王が詠んだとされる、
熟田津に船乗りせむと月待てば
潮もかなひぬ今は漕ぎ出てな
の一首が万菓集に残されている。
2世紀半ばのプトレマイオスの世界図：地中海とインド洋が中心で、日本はおろか太平洋も描かれていない。
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当時の日本には海図もコンパスもなく、風と潮まかせ
の漂流のような航海だったらしい。
中部太平洋のマーシャル諸島には、スティック・チャ
ートと称するパンダナスの細材を組み合わせた一種の海
図が伝承されている。島嶼の位置をはじめ潮流や風の向
きが示されていて、古代カヌーによる航海に用いられた。
ヨーロッパでは、 1302年にイタリアの航海者フラビオ
。ジオヤが航海用のマグネット・コンパス（磁気羅針盤
あるいは羅針儀）を発明した。
ヨーロッパ中心の大航海時代にさきがけ、 1404年から
1433年まで、明の鄭和は中国大陸沿岸とインド洋さらに
アフリカ東岸に至る 7回におよぶ大航海を試みた。そし
てその結果を1430年に「鄭和航海図」としてまとめた。
◇国際電気通信株式会社の成立： 1 
宮入源太郎
1940（昭和15)年頃に国際電気通信株式会社が製造し、
海外通信（国際通信と対外地通信）に使用していた大型
の短波送信機と受信機が、歴史資料館に展示されている。
その機器の前に立つと、かって“無線立国”を標榜し
た日本の海外通信の第一線を担った古く大きく
禄に圧倒される。
今では携帯電話で、いつでも。どこでも、海外にでも
手軽に電話がかけられる。そして相手が海のはるか彼方
に居ることを全く感じさせない通話品質で会話ができる。
しかし、ここに至るまでには明治。大正。昭和の各時
代を通して、技術面でも運用上でも、多くの先人による
血みどろの努力が積み重ねられたのだ。
太平洋戦戦争以前の利用者にとって、海外通信の主な
手段は電報、後に加入電信（テレックス）も用いられた。
しかし無線回線経由の国際電話は、料金がかさむので
一般家庭はもとより、企業でも官庁でも、よほどの事が
ないかぎり利用されなかった。
ちなみに上述の機器が作られた頃、帝国大学の卒業生
の給料が40....,50円の時代に、ドイツとの国際通話料金は
3分間8円であった（『葛慎週報J136号、内閣情報部、
昭和15年10月 3日）。
その、逓信省が管掌する海外通信のための“設備民営
化”政策の一環として、通信機器の製造。設備と運用・
保守に携わった国際電気通信株式会社の成立とその歴史
的な背景について、以下に述べることにする。
国際通信の夜明け
明治維新の日本と欧米との間には隔絶した技術格差が
存在した。彼の地ではサミェル・モールスが開発した電
信がすでに実用に供せられ、電報が疎通していた。
その 1通がここにある。 1853（嘉永 6)年 7月19日に
英国のTheElectric Telegraph Companyが扱った着信原
ある。
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E ELECTRIC TELEGRAPH COMPANY. 
(9XCO”~゜五""18'ふ）
1853（嘉永 6)年当
日本人と竃信
その1853年、日本はペリーの“黒船”来航で、国中が
大騒ぎしていた。翌年、そのペリーが電信機を幕府に献
上し横浜で実演して見せた。開国直後に咸臨丸で渡米し
を実見してきた勝海舟や小田・又蔵らも、この実演に
参加したという。
また、幕末にオランダに留学した榎本武揚は欧州から
電信機を持ち帰った（満坂太郎『榎本武揚』 PHP文庫）。
その欧州では英国を中心に海底電信線が敷設されてお
り、 1866（慶応 2)年には太西洋横断海底電線が新旧両
大陸を結んだ。
最初の国際海底電信線
1871（明治 4)年にデンマーク籍のTheGreat Northern 
Telegraphic Co. （大北電信会社）が長崎一上海、長崎
ウラジオストックに海底電信線を敷設した。
上海線は太平洋。インド洋。地中海。そして大西洋を
経由する海底線で、ウラジオストックからはロシア国内
の陸線経由で、それぞれ欧州まで接続された。
これにより、日本国内から欧州へ、そして欧州から上
記の大西洋線経由で米国とも、電報を送受することがで
きるようになった。もっとも、開業当初は長崎一東京間
に電信回線がなく、発着する電報を早馬で92時間かけて
運んだのだが・・・。
大北雷信会社による独占
それよりも何よりも、上記の海底線を経由する国際電
報の運用と、アジア大陸への海底線の敷設を独占的に行
うことを認めた免許を、維新政府が大北電信会社に与え
てしまったのだった。
技術も資金もなかった当時の日本の海底線経由の国際
電信の主導権は、 1943（昭和18)年に免許の契約期間が
満了するまでの72年間、外国籍の同社に握られていた。
そしてこのことが、無線通信が発達した後で、
権を回復すべく、大北電信会社の免許に抵触しない無線
回線経由で国際通信を行う“無線立国”論が叫ばれ、国
の資金不足を補う“設備民営化”政策が執られた。
その“民営化”を実行するために、国際電気通信株式
会社の前身となる日本無線電信株式会社が国策会社とし
て、やがて設立される経緯となるのである。
復元された長崎の海底電侶通信席 (KDD国際通
信史料館提供）
海底電信線の増設
さて、 1871（明治 4)年に初めて国際海底電信線が敷
設されてからのの経過は次の通りである。
01883（明治16)年、大北電信会社が長崎一上海、長崎
ーウラジオストック両線を 2条に増設した。
また同社は、呼子（福岡県）一壱岐一対馬一釜山
（朝鮮半島）間に新たな海底線を敷設した。なお、逓
信省は1891（明治24)年にこの線の呼子一対馬間を同
社から買収した。
0日清戦争の結果領有した台湾と内地との間の海底電信
線として、大隅大浜（長崎県）ー沖縄本島一淡水（台
湾）線が1897（明治30)年に、日本人技術者によって
完成された。
01904（明治37)年に日露戦争が勃発すると、大連（清
国関東州）一佐世保間、そして対馬海峡に、軍用海底
線が敷設された。これらの線は戦争終結後には逓信省
の所管となり、公衆通信に利用されるようになった。
そして大戦後、新たに領有した南樺太一北海道間に
も海底線が敷設された。
0大連と旅順を含む清国関東州については、ロシアの租
借権を日本が引継いで、中国大陸における重要な拠点
となった。清国政府と協議の上、 1909（明治42)年に
大連一芝架間の海底線を敷設した。
0さらに1910（明治43)年の日韓併合に向けて、朝鮮半
島の統治を強化するため、元山（韓国） ～4-松江間に海底
線が敷設された。
太平洋線開通
米国商業太平洋海底電信会社との協定の基づき、逓信
省は1906（明治39)に東京ー小笠原父島間に海底線を敷
設し、同社がグアム島から延長した線と接続して、ミッ
ドウエー島ーハワイーサンフランシスコ経由で、日本と
米国が直結された。
対米通信席と初の海底電線敷設船「小笠原丸」
（『通信事業］iI・・年』逓信省、 192l
長崎一上海新線
会社の同意を得て中国政府と折衝の末、日本
独自の同海底線が1915（大正 4)年に開通した。
第一次世界大戦
1914（大正 3)年に欧州で勃発した第一次世界大戦の
原因は日本と無関係であったが、同盟を結んでいた
国、英国の要請を受けて、日本海軍はドイツの太平洋艦
隊を攻院し瞬く間に青島（中国）の艦隊基地を攻略、同
時にドイツの支配下にあった南洋群島を占領し、ヤップ
島一青島間の海底線はじめ、通信施設を接収した。
また、開戦の翌1915（大正 4)年、佐世保一青島間に
軍用海底線を敷設。同線で公衆電報も取り扱った。
通信量の急増
この世界大戦を契機に経済発展を遂げた日本では、海
外との通信量が飛躍的に増大した。通信需要の増加が海
底線の増設を促し、その増設が新たな需要を掘り起した。
大北電信会社が長崎一上海、長崎ーウラジオストック
各線を 2条に増設して以来、第一次世界大戦半ばまでの
国際電報の発着通数の推移は次の通りであった。
1882（明治15)年 31. 621通
1897（明治30)年 216,563通
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1 9 1 6 （大1F.5)年 I,292. J8()通
何と30年間で40倍、 10年間に平均約3.5倍の伸び率で
ある。
特に l米間の貿易爪が激妍した結果、通伯htは1}f-l戦の
1914年から 4年後の18年までの間に、上記の10年平均と
同じ伸び率を示したのである。
その電報がH米間のただ］条の、しかも通信速度の遅
い海底線に集中するため、米国との商用電報の往復に十
数日を要して、手紙のほうが早いと陰口された。
ぶ．rろし
幻の「日米海底電信株式会社」
上記の対米通信の遅延を解消すべく、大戦が終息した
1918（大正 7)年、逓信次官を退官した内田嘉吉は「H
米海底鼈信会社」の創＼［を企両した。そしてこのIi]じ年、
電通大の前身校「無線電信講習所」が創立された。
「日米海底電信会社」の設立準備委員会の委員長には、
当時の日本経済界の有力な指導者であった渋沢栄ーが、
副委員長には中島久万吉が、それぞれ推挙された。
ただちに発起人総会が開催され、いちはやく 0ll)Tli務
所も開設された。
しかし鬱・・、米国側の海底線陸揚地とその海底線の
所有権を巡って日米の合意が成立しないまま、計画は断
念されるに至ったのである。
◇これからの開館予定
後期は次の通り常設展示を、そして調布祭と創立記念
日、それに新春には特別な展示／提ホを企画しますので
ご来館ください。
いずれも係員が質問をお受けします。
10月15日（月） 12:00,.._, 13:00 常設展示
1 7日（水） 12:00,_, ~ 1 •3.00 常設展示
1 9日（金） 12:00,,__, 13:00 常設展示
2 2日（月） 12:00,.._, 13・00 常設展示
2 4日（水） 12:00,_, 13:00 常設展示
2 6日（金） 12:00,..., 13:00 常設展示
2 7日（士） 12:00,..., 13:00 常設展示
2 9日（月） 12:00,__, 13:00 常設展示
3 1日（水） 12:00,._, 13:00 常設展示
1月 2日（金） 12:00 ~ 13・00 常設展示
5日（月） 12:0,.._, 13:00 常設展示
7日（水） 12.00,_, 13:00 常設展示
9日（金） 1'2:00,_, 13:00 常設展示
1 2日（月） 12:00 _, 13:00 常設展示
1 4日（水） 12:0,.., 13:00 常設展示
1 6日（金） 12:0,.., 13:00 常設展示
l 9日（月） 12:0,._, 13.00 常設展示
2 l日（水） 12:00 ~ 13:00 常設展示
2 3日（金） 11:00,__, 17:00 調布祭特別企画
◇前期のトピックス
今年度前期の主なトビックは次の通りである。
(1)新入生向けの開館 (4~6月）
例年どおり、新入生向けに展示パネル「電気通信大学
100年」を中心に、前身校「無線電信講習所」創立以来
の本学の歴史を解説した。
(2)青少年自然科学教室の受入 (7月）
恒例となった同教室の小・中学生］6名を受人れ、館長
が電波についての説明を行い、子供たちの関心を集めた。
(3) 「日本材料試験技術協会」の見学会 (7月）
知能機械工学科の越智保雄教授のご案内で同協会の会
員の皆さんが来館し、熱心に見学された。
(4)石巻水産高校からの無線設備受入れ
同校の教育内容の変更にともない、漁業無線設備を寄
脳したい旨の申出があり、送信機および受信機などを受
入れた。
(5)民放テレビ局からの送信設備受入れ
都内のテレビ局から主送信設備を半導体を主体とする
設備に更新するに際して、電子管式の旧設備を寄贈した
い旨の申出があり、これを受入れた。
(6)館長事務室と展示スペースの整備
“歴史資料館へようこそ”参照。
2 4日（土） 11: 0.--.; 17: 0 調布祭特別企画
2 5 （日） 1:0,.._, 17:00 調布祭特別企画
2 8日（水） 12:0,.., 13:00 常設展示
3 0日（金） 12:00,__, 13:00 常設展示
12月 3日（月） 12:00,__, 13:00 常設展示
5日（水） 12:00 "'13:00 常設展示
7日（金） 12:0,.,, 13:00 常設展示
8日（土） 11:00,.._, 17:00 創立記念特別企画
1 0日（月） 12:0,.., 13:00 常設展示
1 2日（水） 12:00,..., 13:00 常設展示
1 4日（金） 12:0,.., 13:00 常設展示
1 7日（月） 12:00 ~ 13:00 常設展示
1 9日（水） 12:00,__, 13:00 常設展示
2 1日（金） 12・00,__, 13:00 常設展示
2 2日（土） 12:0,.._, 13:00 常設展示
1月 4日（金） 11: 0,.., 17: 00 新春特別企画
7日（月） 12:00,__, 13:00 常設展示
9日（水） 12:0,.., 13:00 常設展示
l 1日（金） 12:0,.., 13:00 常設展示
0年末。年始と、 1月15日から 3月31日までの期間は、
ご希望に応じて可能な限り臨時開館します。直接また
は電話 (0424-43-5296/5288)などで、ご連絡ください。
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